


創立 80 周年記念シンポジウム開催にあたり

公益社団法人日本動物園水族館協会総裁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋篠宮文仁

　 日本動物園水族館協会は、 1939 年 11 月に任意団体の日本動物園協会として発足いたしま

した。 爾来 80 年、 この間、 名称が創立当初の日本動物園協会から日本動物園水族館協会へ変

わるとともに、 任意団体から社団法人、 そして公益社団法人へと移ろい、 今日の公益社団法人

日本動物園水族館協会になりました。 また加盟している動物園と水族館も、 当初の 19 園館か

ら 148 の園館 （動物園 91、 水族館 47） へと拡大した組織となりました。

   日本国内には、 このように数多くの動物園と水族館があり、 日々幅広い年齢層の人たちが訪

れますが、 その目的も、 思いつくだけでも動物 （動物界に属する生物の意） の観賞や観察、 憩

いの一時をもつ、デッサンの研鑽、教育や研究の場としてなど実に多用です。 そして、多様なニー

ズに応えることは動物園 ・ 水族館の大切な役割になっています。

   いっぽう、 動物園 ・ 水族館には、 来訪者の期待に添うとともに、 一般的にはあまり知られて

いない大切な業務も多々あります。 本協会には、 「種の保存」、 「教育・環境教育」、 「調査・研究」、

「レクリエーション」 という 4 つの役割があります。 中でもここに最初に記した種の保存事業は、

多くの動物種が絶滅の危機に瀕している今日、 動物園や水族館が担っている最も重要な役目の

一つであります。 現在、 本協会加盟の動物園 ・ 水族館は、 この事柄について、 施設の中におけ

る繁殖とともに生息域においての種保存に積極的に取り組んでいます。 それとともに、 野生か

らの個体の導入が困難で、 飼育されている動物種を海外の動物園 ・ 水族館とも連携を取りなが

ら個体の維持に努めている現在の状況も是非多くの方々に知っていただきたく思います。

　本日は、 日本動物園水族館協会が創立から 80 年を迎えるにあたり、 記念のシンポジウムを開

催いたします。 基調講演と 4 つの園館の代表者が、 それぞれの立場でお話しをいたします。 本

日のひとときが動物園と水族館が現在抱えている課題などについて、 皆様とともに考える機会

になれば幸いに存じます。
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